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右
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搜
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鸚
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右
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.
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介
す
る
に
：先
だつ
T ;

先
づ
罾
;|
1

時
代
.に
於 

け
る

良
« :

兩
稱
の
«

#

の
.
祖
用
せ
し
め
&
れ
た
事
實
を.
.
. 

示
さ
ぅ
と
思
ふ
が、
' 

之
も
詳
し
く
硏
资
す
る
の
暇
泸
な 

い
か
ら
右
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節
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瓦
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錢
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錢
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錢
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、
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付
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滞
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あ
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あ
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又 

は
良
く
知
ら
れ
て
居
ら
な
い
も
の
が
海
常
に
多
き
の
.み 

な
ら
す
今
後

の
成
行
に
パ
^
き
で
豫
測
し
難
き
も
の
が
尠 

<

な
い
.
の
で
、
戰
爭
終
結
後
K

於
げ
ふ
利
子
步
合
の
高 

低
に
’關
し
て
明
確
な
る

•»
©'
を
双
す
こ
ど
は
不
可
能
で 

お
る
と
思
は
れ
る
。
如
何
と
な
れ
ば
、
戰

後

の

.，
利

子

步
 

合
は
合
衆
國
が
戰
爭
の
渦
中
に
引
入
れ
ら
る> 
か
又
は 

引

入

れ

ら

れ

ざ

る

か

：
、

戰

爭

終

結

後

に

於

て

徵

收

せ

“
ら 

る
、
粗
稅
の
性
質
は
如
何
なる
も
の
で
あ
る
か
.
^
銀
行 

制
度
が
瓦
解
す
る.
.か
或
は
安
全
1;

織
猶
せ
ら
る
ふ
か
、
;.
：
' 

紙
幣
の
發
行
额M

此
上
僧
加
す
る
.
か
或
は
壌
加
せ
ざ̂
 

か
，
歐
洲
人
の
移
民
.が
盛
：ん
：で
あ
る
か
否
&
、
、國
際
資 

易
の
帳
摇
が
合
衆
國
よ
扠
金
を
流
出
絮
し
む'?
>
•.炉
否
炉 

戰
爭
の
刺
戟
に
西
づX

新
發
明
：S
M

寒
：

i

多

*

の

影

響

怒

與

ふ

奋

か

或

は

與

ヘ

ざ

る

が

、
，並
じ

.
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«

他
^

智
の
.豫

:

.

.

.

..
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錄
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戦

後

ゆ

刺

子

涉

合

ノ
测
し
能
ぼ
ざ
る
秫-^
の
^

^
に
.依

^

て

尠

な

か

ら

ざ

る 

影

響

を

蒙

る

に

.違
0
な
い
か
ら
で
あ
る
。

唯
單
に
菩
人
は

^
:

g
#

求
知
數

0

1
に
關
し
て
獨 

斷
的
假
定
を
.設
.け
て
論
わ
得
る
に
此
ま
る

0
其
假
定
と 

は
例
へ
ば
合
衆
國
が
戦

®
に

加

は

ら

す

、
.紙

幣

が

此

上 

增
發
せ
ら
る
、
こ
と
あ
も
其
稱
度
が
左
程
甚
だ
し 

く
な
く
、
歐
洲
人

©
移
住
が
戤
ん

12
行

は

る

、
が

如

き 

.」

と

な

く
"
破

產

栌

多

，く

の

場

合

豫

防

せ

ら

れ

タ

戰

後 

赋
謙
せ
ら
备
可
き
粗
税
が
.假
>
に

，
高

_

で

あ
つ

て

ぁ

戦 

時
^
に
於
け
る
：粗
®

の
納
入
又
は
公
偾
の
應
慕
に
®
つ 

C
0
0
.
O
,
比
敵

-$
る

負

擔

：を

人

民

に

强

ひ
.ざ
る
こ
と
、 

旣

(:
菩

人

の

知

怍

奋

も

の

以

外

に

國

際

質

易

に

大

影

響 

を
及
ぼ
す
何
等
の
事
情
の
發
生
す
る
こ
と
な
く
、、
S
つ 

產

業

に

非

常

：に

有

益
S

つ
て
其
利

用

の

黎

M
額

の 

投
資
智
耍
す
る
.種
々

：の

發

明

が

戦

#

の

結

果

と

し

て

行 

は

る

:̂
こ

と

等
で
あ

る

o

へ■ 
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